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＜連絡事項＞

＜外来より情報提供＞

· 中居美津子様～ナイトケアでの活動について笑顔で話す。特に変わった様子はない。

· 平　康子　様～睡眠、食欲など問題なく、体調は良いと話す。また、母が入院したことについて不
　　　　　　　安を話す。

· 鈴木恵美子様～昨日の誤薬について自分から主治医に報告。特に体調の変化はないとのこと。決め
　　　　　　　られた時間に服薬するよう主治医から話があり、本人も「はい」を返事する。

· 中居　松男様～左第三指切傷の処置のため赤田外科に通院しており、医療費について心配だと話す。

· 長瀬紘一郎様～本人よりインフルエンザ費用について質問があったため、説明している。

· 山田　健治様～本人「特に痛いところや困ることはない」と話す。自宅にて灯油ストーブを使用し
　　　　　　　ているというため、火の始末に注意するよう主治医より話がある。

· 鹿原　博夫様～明日からラピアで行うバザーに、うみねこ幸房としてパンを出品するため、その準
　　　　　　　備をしていると話す。普段より座り方などに落ち着きのなさが見られたが、話して
　　　　　　　いるうちに表情の明るさ見られ、笑顔で受け答えしていたとのこと。

· 奥山以依子様～デイケア正式利用となったため、来週より毎週外来受診となる。

＜利用者様情報＞

· 杉澤　恵子様～本日、デイケアにて他者のお茶を勝手に飲んだり、菓子を食べたりしていることが
　　　　　　　あり、職員と面談する。健康管理面について厳重に注意し、今後３食以外に糖分を
　　　　　　　摂らないことを約束する。
　　　　　　　22日、インフルエンザ予防接種を行う。

· 種本　サハ様～レストラン移動時間について、本人と職員とで話し合う。夜は足元が暗く、ゆっく
　　　　　　　り歩きたいとのことで先発隊に入るが、昼は後発隊でもよいとのこと。

· 関　秀治　様～表情暗く、プログラムにも集中できていないため、デイケアスタッフと面談。青山
　　　　　　　荘での行事、デイケアでの行事などで役割が多く、心配なこともたくさんあると言
　　　　　　　う。また、中村与一郎様から何度も「デイケアのクリスマス忘年会の余興で、一緒
　　　　　　　にコントをやろう」と誘われ、断りきれず了承してしまったが、本当はやりたくな
　　　　　　　いと話す。断るための理由をスタッフと一緒に考え、中村様に伝えている。また、
　　　　　　　不安なこと等はひとりで考え込まず、他メンバーやスタッフに相談するよう話す。

· 鈴木恵美子様～食事の際、噛まないで食べていることが多く、便秘・肥満の原因ともなるため、噛
　　　　　　　んで食べるよう声掛けを行う。

· 浜飯　政昭様～本日昼食時、ソースを飲んでいたため注意している。また、小向様と同じテーブル
　　　　　　　になった際は盗食の可能性があるため、見守り必要。

＜利用者様事例検討＞

○袴田　淑子様～以前に比べ、生活リズムは安定してきているが、活動性が低く、ボーっとしている
ことが多い。自主活動・クラブ活動ではトランプに参加しているが、他に興味を持って取り組んでいる活動は少ない。
以前、編み物に取り組んでいた時期はあったが、現在は視力低下のためか「できない」と話している。
本人が興味を持っていることとして「料理」が挙げられる。家族の話によると、自宅では本人の気が向けば材料を購入し、調理して食べているとのこと。包丁の扱い等は特に問題ない。
今後、本人と余暇活用等について話し合い、定期的に個別（または少人数）で料理を実施する特別プログラム等を検討する。本人が楽しんで活動できる時間を増やすとともに、メニュー選び・レシピ作成・買い物・片付けなど一貫して本人が行い、計画的に行動できるよう支援していく。

＜業務改善検討＞

○「健康管理」「趣味活動（料理、手芸…）」等、共通の目標を持つメンバーでグループ編成し、毎週定期的に活動するプログラムを1月より導入予定。メンバーが主体となって計画・進行・評価などを行い、スタッフは必要に応じて助言・援助する。他のプログラムとの兼ね合いやスタッフ配置に留意し、スムーズに進行できるよう事前の準備を適切に行っていく。
○グループ編成（予定）
①料　理～担当：小田、松林
　　　　　自炊、調理技術の向上、料理のレパートリーの拡大、家事能力の向上等を目標とする方
　　　　　を対象とする。メニュー選択、レシピ作成、買い物、調理、会食、振り返りまで、一通
　　　　　り自分たちで行い、実生活へと繋いでいけるよう援助する。

　②手　芸～担当：下舘・木村
余暇活用、趣味の拡大、家事能力の向上、集中力の向上等を目標とする方を対象とする。作る物はメンバーそれぞれに選択し、作業療法士を中心として必要に応じて助言・援助する。

　③運動１～担当：月舘・佐々木
身体機能維持、体力維持、軽運動の習慣化等を目標とする方を対象とする。比較的高齢な方を中心に、柔軟体操、ヨガ、筋力アップ体操、レクリェーション、ウォーキング等、個人の能力・身体機能を考慮しながら適度な運動を行う。

　④運動２～担当：猿ヶ澤・中居
体力の向上、運動の習慣化、余暇活用等を目標とする方を対象とする。比較的若年層の方を中心に、筋力トレーニング、ウォーキング、スポーツ、ダンス等、徐々にレベルアップしていけるよう援助する。

＜添付資料＞

○青山荘定例職員会議

· 田澤　勝敏様～先週金曜日、職員が部屋に伺い声をかけたところ、突然倒れることがある。本人「今　
　　　　　　　まで寝ていた。意識が遠くなった」と話す。外来に職員同行し、主治医に報告。様
　　　　　　　子観察となるが、その後体調に変化はない。ふらつきはないが、手元がおぼつかな
　　　　　　　いため皿を落して割ることがある。今後、体力をつける・関節の柔軟性を維持回復
　　　　　　　するために体を動かす時間を増やせるよう支援する。また、起床時はすぐに体を動
　　　　　　　かさず、ゆっくり行動するよう話す。

· 袴田　淑子様～家族より「外泊時、以前に比べて本人の反応がはっきりしてきた。また、自分の部
　　　　　　　屋を掃除するなど活動性が出てきた」と話がある。青山荘では入浴・更衣など保清
　　　　　　　面に関しては定期的に声掛けが必要な状態。本人が関心を持てる手芸・料理などの
　　　　　　　活動機会を設け、生活にメリハリが持てるよう支援する。

· 関　秀治　様～青山荘での自主活動グループやデイケアでの行事などで、担っている役割が多く、
　　　　　　　疲れが見える。青山荘でのクリスマス忘年会の準備はだいたい終了したため、今後
　　　　　　　は職員が必要に応じて助言・援助しながらリーダーを続ける。また、負担が多すぎ
　　　　　　　て疲れることがあった場合、上手に対処できる方法を身につけられるよう支援する。

· 田名部一樹様～現在、月曜日に自宅からデイケアへバスで通う練習をしているが、特に問題ない。
　　　　　　　今後、金曜日デイケア終了後に自宅にバスで行く練習を始める予定。バスの時刻な
　　　　　　　ど本人と確認しながら行う。

· 大久保康弘様～青山荘クリスマス忘年会では当日司会役を担っており、原稿を作って職員にも持っ
　　　　　　　てくる等自主的に行っている。表情やや冴えないため面談するが、落ち着いて話し
　　　　　　　ており、奇異な言動もない。今後も表情や言動に注意し見ていく。

· 関口　禅　様～寒くなってきたためか、肩の痛みが増していると話す。枕の高さを変えて寝るよう
　　　　　　　工夫したところ、少し寝やすくなったとのこと。肩を温める、マッサージ・運動す
　　　　　　　るなどして痛みの軽減を図っている。

· 清水　泰雅様～デイケアに大幅に遅刻することはほとんどなく、手洗い回数も減ってきている。夜
　　　　　　　も23時前には消灯・就寝する習慣が身についてきている。安定した生活リズムを
　　　　　　　保ちながら、徐々に外泊練習にて自宅でも規則正しく生活できるよう支援する。

· 巴　勇樹　様～外来時、職員同行し青山荘退所の時期について主治医に相談。通院・デイケア通所
　　　　　　　について心配な点はあるが、関係機関や家族の支援を受けながらであれば自宅生活
　　　　　　　に移行しても大丈夫でしょうとのこと。本人・家族も「大丈夫、問題ない」と話す。
　　　　　　　自宅では、身の回りのことは自分で行い、部屋もきちんと片付けている。本人は将
　　　　　　　来的に就労を希望しており、家族も作業所・職親など段階を踏んで就労に向けたい
　　　　　　　と考えているとのこと。

· 平　康子　様～手帳更新の手続きは終了。今月末で重度医療制度が使えなくなると予想され、経済
　　　　　　　面に関する不安が高まっている。一ヶ月毎の収支について評価・見直しを継続的に
　　　　　　　行う。また、15日に母が脳血管疾患にて城北病院へ入院したことについて、「見舞
　　　　　　　いに行きたいが行き方が分からない」と話しているため、今週末に職員と行き方を
　　　　　　　確認し、必要であれば同行支援する。

· 杉澤　恵子様～現在、入所判定に向けて調査・検討・書類作成中。先日、弟嫁様より青山荘に電話
　　　　　　　連絡があり、「本人が寝タバコをして、ボヤ騒ぎになった」とのこと。他入所者へ
　　　　　　　の影響も大きいと思われるため、体験入所等も視野に入れ慎重に進めていきたいと
　　　　　　　のこと。

